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§１．研究成果の概要 

 

 収差補正レンズの開発とコンピュータによる制御による高度化により、原子レベルでの局所構造

解析は比較的容易になった。しかし、得られる構造情報は観察方向に沿って２次元に投影された

結晶構造であり、３次元の原子位置情報の取得は困難な状況になる。本研究では、大収束角を用

いることで深さ分解能を大幅に向上し、原子レベルでの３次元情報を取得することを目的とする。こ

れに伴い、低次幾何収差の最適化を行う。 

 本年度は、低次の幾何収差が原子像に与える影響を統計的観点から評価した結果、画像の分

散値（σ）を平均値で規格化した統計量の極大値において鮮明な原子像が取得できることが明ら

かとなった。低次収差から逐次補正を行うことで、大収束角での原子分解能観察が比較的容易に

なりつつある。これらのプロセスは極大値の検出を行うことにより自動化が可能であり、本年度は自

動収差補正に向けたプログラムを更新した。また、本手法は、最も一般的な環状暗視野法のみで

はなく、微分位相コントラスト法などの明視野領域においても活用できる。特に、明視野領域では、

残留収差に極めて敏感であり、原子電場や電荷密度分布の取得が大収束角では困難である。し

かし、本手法を応用することにより、高精度での実験が可能になりつつある。 
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